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ところが，齪蝕のない部位の象牙質中の硫黄
含量は，0.062～0.092％であって，その平均値
は，0.076％となっている。
従って，蝿蝕に基づく軟化のある部分の象牙
質(軟化象牙質)と軟化が認められない象牙質
との間には，硫黄含量にかなり大きな差があ
ることは，事実である。
なお念のために，その最小値，最大値および平均
値を吟味すると，齪蝕によって軟化した象牙質中の
硫黄含量は，軟化のない象牙質に較べ，明かに大き
いといえる。
以上は，被検試料の象牙質の硫黄含量の最大
値，最小値および平均値からみた健康象牙質
と軟化象牙質との違い，即ち全試料の硫黄測
定値の綜合的観察である。そこで，次に念
のため，個々の被検歯牙について,･蝿蝕歯の軟
化象牙質とその歯牙の象牙質の軟化がない部
分の硫黄量とを比較してみると，表にもみら
れるように，総てに全く例外なく，軟化が起
っている象牙質には，硫黄含量が明かに目立
って多いことが，認められる。従って，個々
の歯牙についてその差の実際を審わしく吟味
検討するまでもなく，齪蝕歯の軟化象牙質は，
同じ歯牙の軟化のない部分の象牙質に較べて，
確かに多量の硫黄を含んでいると，いうこと
ができる。
ところで，第1表にもみられるように，個々
の被検試料の軟化象牙質の中の硫黄含量は，特
に著しい個性的動揺を示しているように，み
うけられる。なおよく注意してみると，軟
化のない象牙質中の硫黄含量にも，かなりの個
性的動揺があるようにも，みうけられる。
そこで著者は再に進んで，それぞれの被
検歯牙について，軟化象牙質と軟化がない部
分の象牙質との硫黄含量の差を吟味した。
その差は，既に便宜上第1表の中に記入し
ておいたが，0.016～0.170％であって，その平
均は，0.089％となっており，常に軟化象牙質
の方が多い。
上記した硫黄含量の差，即ち，齢蝕に基づく象牙質
の硫黄量の増加は，象牙質の軟化のない部分の硫黄含
量の平均が，さきに述べたように，0.076％であると
野
ころからみると，少くも平均値としては，非常に注
目すべきものであると，いわなければならない。た
だし，その動揺の幅は，上記した数値にもみられるよ
うに，全く驚くほどに大きいものとなっているが，
個個の歯牙についても，個性による動揺が，かなり大
きく現われている。
いずれにしても，本篇の研究においては，齢
蝕のある歯牙では，軟化現象の起している部分
の象牙質中の硫黄含量は，軟化のない部分の象
牙質に比べて，甚だ大きく増加していること
が，確かめられたのである。してみると，こ
のような象牙質の硫黄含量の増加は何故に起
ってくるのであるかが，問題である。この問
題の究明にあたっては，健康歯牙の象牙質中の
硫黄含量を吟味し，これとの比較検討を行な
っていかねばならない。
そこで著者は，それを究明する手段の1つ
として，健康歯牙の象牙質について，その硫黄
含量を測定している(その内容については，便
宜上後報する)。その結果得られた健康歯
牙における象牙質中の硫黄含量は，本篇におけ
る研究試料即ち齢蝕のある歯牙の軟化してい
ない象牙質の硫黄含量と殆んど同一の値にな
っていることが，認められている。従って，
蝿蝕歯牙における象牙質中の硫黄の増加は，齪
蝕によって軟化した部分だけに限局して現わ
れてくるものであることが，明白になったので
ある。このことは，菊地が7）齪蝕歯牙の窒素
を測定した結果，軟化した象牙質だけに窒素
の増量を認めているところと，全く同じであ
ると，いうことができる。すると，瀧蝕に
よる軟化が起った部分において，どうして硫
黄および窒素の含量が増えてくるかは，興味
のある問題であるカヌ，この点の究明は，今後の
研究に俟たなければならない。
なお念のために，従来の文献を吟味検討し
てみると，瀧蝕歯の硫黄含量については，少な
くも著者が調べ得た範囲内では，全く研究報
告がない。従って，著者の報告では，齪蝕
歯の軟化している象牙質の中に硫黄が増加し
ている事実が認められたこと自体が，既に注
目に値するこどであるといえる。
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以上に述べたように，本篇の研究において認められ
た鮪蝕歯牙の軟化象牙質中の硫黄含量の増加は，どう
して起ってくるかは明瞭ではないが，念のためここ
に，その増加の理由について多少の考察を試みてお
こうと，思う。
それには，いろいろと考慮しなければならない事
項があるが，常識的には，恐らく次の事項が問題と
なってくるであろう。
その第1は，齪蝕竈に集まる細菌，食津および唾
液中の硫黄を含む物質などが，齪蝕のため軟化を起
した硬組織の中に侵入蓄積する結果，硫黄含量が増
加する可能性である。このことは，少なくとも見掛
の上では，或は甚だ重要なものではないかと，思わ
れるものである。
つぎには，齪蝕による軟化部位において，硬組織中
の無機分が漸減するとともに，有機分の含量が増加
していく現象が起ることは，既に広く認められてい
るようであるが，或はこの現象が軟化象牙質に硫黄
を増加させる原因の一端を担っているのではないか
との可能性である。このことについては，充分な吟
味検討をすることがむずかしいが,Kothe3)の報告
の中には，この点に注意が払われている。
第3には，第1および第2の可能性以外に，何ん
らかの機序に基づいて，本来の含硫成分が特に増量
することの可能性があるのではないかということで
ある。このことについては，酸性多糖類および含
硫アミノ酸などが関係があるの翁まないかと思わせ
るような成績を記載している報告が，従来の文献上
に散見される。だが，その詳細については，少く
も現在においては，まだよく判っていない。
以上においては，著者の実験成績に関連する
ものと思われる従来の文献の内容について紹
介をした。そこで，著者は更に進んで，瀧
蝕歯の軟化している象牙質中に硫黄が増加し
ていることの理由について，自己の研究成績に
基づき多少の考察を試みておこうと，思う次
第である。
上記したように，著者の齪蝕歯の硫黄定量に
おいては，象牙質中の硫黄含量が軟化をして
いる部分に特に多く認められた。してみる
と，齪蝕のある部分の歯牙硬組織の内には，無
機分が徐々に減量していくとともに，有機分
が逆に増量していくためではないかとの考え
が，まず最初に，浮かんでくる。この現象
の完全な説明は，非常に困難であるようにみ
うけられるが，著者はなお念のために，被検
試料について，その灰分を重量法によって測
定してみたところ，蝿蝕のない部分の象牙質に
は約72.5％の，軟化象牙質には約33.0％の
灰分のある事実が，一部の試料について，確か
められた。こうしたところからみると，上
記した齪蝕歯の硫黄の変動は，その歯牙の有機
成分の変動に基づくものであって，その中の有
機分の含量が齢蝕によって増加すれば，硫黄
は，少なくも含量では，それとともに増加し
ていくことが，明白である。それには，その
有機分の中に硫黄がより多く含まれていなけ
ればならないが，このことについては，さきに
述べたKotheの文献3)があるので，ここに改
めて，吟味するまでもないであろう。
Kotheは，齪蝕の如何については全く記載をして
いないが，象牙質中には平均0.09％の硫黄が定量さ
れたと報告すると同時に，脱灰処置を施した歯牙の
象牙質には平均0.23％の硫黄が認められたと，報告
している。
なおここで，以上に述べたところから，齪蝕によ
って軟化した象牙質中の硫黄含量の増加率を算出し
てみると，齪蝕象牙質の灰分量はほぼ苑までに減量
しているので，ここで既に灰分だけを考慮した場合
においても，その値はほぼ80％にあたっている。
以上においては，象牙質中の硫黄の齢蝕によ
る増加をきたす理由について，予め文献的考
察を試みたので，次には，改めて著者の成績
に基づく齪蝕歯中の硫黄が増加してくる機序
如何について，吟味をしておこうと思う。
まず最初に，著者の試料の硫黄増加率を算出
してみると，約16～224％となっており，その
平均は118％となっている。すると，この
増加率は，文献を参照してさきに算出した灰
分の減少から説明できる増加では全く考えら
れないほど，大きい。してみると，その灰分
量の個性的動揺があまり大きくなってはいな
いことを考慮するまでもなく，齪蝕歯牙の軟
化象牙質中の硫黄含量の増加には，灰分の減量
は左程寄与していないものではないかと，考
えられる。
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さきに述べたように,軟化象牙質の硫黄の増
加の原因については，細菌，食津および唾液
中の含硫物質が軟化した硬組織の中へ侵入す
るためではないかと，思われる節がある。
そこで，こうした機序が果たして硫黄量に影
響を与えるかどうかについて，改めて考察し
ていこうと，思う。特に説明するまでもな
く，こうした機序はまことに当然なことであ
って，恐らく総ての細菌および食津などの中
には，硫黄が多少は含まれていると推知され
ることもあり，これは，齪蝕歯の軟化象牙質中
の硫黄含量の増加に関し，最も重要なものでは
ないかと，考えなければならない。
もしこの推論が正しいとすれば，鰯蝕歯の
軟化象牙質中の硫黄含量は，侵入または附着
する細菌，食津および唾液中の含硫成分など
のために，それぞれの侵入物または附着物の
量，および，その硫黄含量に応ずる形で，ます
ます増えていくものであると，みなければな
らない。そうすれば，この硫黄の増加は，個
個の歯牙によって全く無秩序なものとなって
いる筈であるし，歯牙の所有者の年令，齪窩の
大きさなどとは少なくも理屈の上では無関係
である筈である。著者の実験成績には，さき
に述べたように，軟化象牙質中の硫黄含量の多
寡には年令，齢窩の大きさなどは全く無関係
であることが，立証されている。従って，
総
本篇の研究においては，瀧蝕歯牙の軟化した
象牙質とその歯牙の軟化のない部位とを別箇
に採取し，個々の歯牙について，両部位の硫黄
含量を定量した上，その成績が吟味検討され
ている。
本研究に使われた歯牙は，合計31本であって，そ
の内容は2～3度の齪蝕歯となっていて，20～68才の
ものであり，男女両性のものを含んでいる。
硫黄定量法としては，著者5)がさきに報告し
た強リン酸による微量硫黄の迅速定量法が，使
われた。
本篇の定量成績およびその成績の吟味の中
野
軟化象牙質に硫黄が増える理由は，明かに細
菌，食津および唾液の含硫成分などの侵入お
よび附着に基づくものであると，いうことが
できる。
上に述べた機序は，菊地が齪蝕歯について窒素の
測定を行なった結果と，全く軌を一にしているとこ
ろである。というのは’菊地7)ｶﾐ，齪蝕歯牙の軟化
硬組織中の窒素含量は，細菌，食津および唾液成分
などの侵入蓄積によって，増加するものであると，述
べているからである。
以上に述べたように，齪歯の軟化象牙質中の
硫黄含量増加の原因は，細菌，食津および唾
液中の含硫成分が軟化された硬組織内に侵入
していく機序によるものではないかと，認めら
れるに至ったのである。
ところが，著者の被検試料の中には，少数で
はあるが，軟化された象牙質中の硫黄含量の増
加が特別に多く，窒素量の増加状況からみる
と，その増加の原因は上記したような含硫物
の侵入機序だけでは，説明できないもののよう
に，思われる節がある。こうした例外のも
のについては,PinCUs8)は，瀧蝕菌には脱硫
酸酵素があって，そのため硫酸カルシウムが
沈着するのではないかと，述べているので，恐
らくそうした機序を，特に考慮しなければな
らないのではないかと，思われる。
括
から，主要なものを摘録すると，それは次の
ようである。
1．齪蝕のため軟化した象牙質中の硫黄含量
は，0.086～0.252％の間にあって，その平均値
は，0.165％となっているが，軟化がない部分
の硫黄含量は，0.062～0.092％であり，その平
均は，0.076％となっている。
2．個々の歯牙について，軟化象牙質と軟化
がない部分との硫黄含量を比較すると，前者
には，常に硫黄が多く含まれており，その差
は，0.016～0.170％であって，その平均値は，
0.089%となっている。
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3．従って，齪蝕のため軟化した象牙質の中
の硫黄含量は，同一歯牙の軟化のない部位の象
牙質よりも明かに増加をきたしていると，い
うことができる。
なお，軟化のない部分の象牙質中の硫黄含量
は，健康歯との間に格別の差異を示していな
いので，齢蝕歯の象牙質の硫黄は，齢窩の周辺
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